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 以上、漁村の特性を踏めた活性化方策の体系を表 1.2.1 に示す。 














































表 1.2.1 漁村特性に応じた活性化方策の体系化 
「漁村活性化の実践に向けた取組のポイント（平成 26 年度水産業強化対策推進交付金産地協議会活






























































































































































2.3 平成 29・30年度の渚泊推進対策地域の概要 
 
 平成 29年度農山漁村振興交付金（農泊推進対策）の農山漁村振興推進計画及び事業実施














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   ・ブルーツーリズムの学び舎「あまべ渡世大学」開校 
   ・子ども農山漁村交流プロジェクト 
   ・「田舎で働き隊！事業」で研修生受入 
ⅱ．伝統・文化の伝承活動（おばちゃんバイキング） 
ⅲ．環境美化活動（海岸清掃等） 




事務局     有限会社丸二水産 
中核団体    有限会社丸二水産、一般社団法人大分学研究会 
宿泊部門    民宿、キャンプ場、ゲストハウス 
食事部門    漁家レストラン、道の駅 
体験・交流部門 スキルのある漁業、Uターン者、旅行会社、地域団体 





















  渚泊の取組地域において、日本版 DMOまたは候補法人の登録の動きが見受けられる。 
 
（観光地域づくり法人 DMOとは） 













































































































































次の 3 つに留意し、地域 DMO を構築する。 
 













































留意 2：新しい発想の商品開発とまちのオンリーワンづくり  





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   市場調査を行い、国内外の顧客の消費動向について調査する。その結果に基づい
て、対象とする顧客を確認（ビジョンの策定段階で顧客対象は決まっている）し、顧
客対象に対応した体験等のニーズを特定する。 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































舟屋食堂    舟屋日和    
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    蓄養水面       ⇒  磯場学習・ウニ獲り体験 
    高度衛生管理型市場  ⇒  市場見学（販売方法・衛生管理・品質管理） 
    漁港～ホタテ養殖場  ⇒  漁船乗船 
    漁港～漁場（藻場）  ⇒  藻場再生 
    水産加工施設     ⇒  加工場見学 
    漁業体験交流施設   ⇒  加工品づくり（ホッケ一夜干し・ウニ漬け） 




























































































































































モバイルアクセスと PC アクセスによる違いを見て、スマホ版の web サ
イトを制作する。 
 




































































































































































































































































































































図〇 魚津市農泊推進協議会の webサイト 










































































































































































































































































































































2019年 11月 15日 みんなの経済新聞 
 














































  ・パンフレット作成（4ヵ国語） 
   日本語、英語、繁体語、簡体語 
  ・webページの作成（4ヵ国語） ※日本語・英語・繁体語・簡体語 


















































































































































































































民泊先での夕食 修学旅行生による漁業体験乗船 地域特産の魚介類を使った海鮮バーベキュー 
図 1.1.2 漁業体験等の受入れ状況の推移 
















































































































































   蓄養水面       ⇒  磯場学習・ウニ獲り体験 
   高度衛生管理型市場  ⇒  市場見学（販売方法・衛生管理・品質管理） 
   漁港～ホタテ養殖場  ⇒  漁船乗船 
   漁港～漁場（藻場）  ⇒  藻場再生 
   水産加工施設     ⇒  加工場見学 
   漁業体験交流施設   ⇒  加工品づくり（ホッケ一夜干し・ウニ漬け） 




























































































































































































価値観の形成 厳しい自然と過疎化の社会と生活 人間関係の絆 









2012年度（受入れ者数が最大時）  約 4億円 
   民泊・体験料、旅館等宿泊・弁当代、フェリー代など 













































































































写真 1.2.2 インバウンド向け多言語パンフと DVD 






























































































伊根浦地区農泊推進地区協議会の組織・運営体制を図 1.3.1に示す。協議会は 13 の団
体から構成され、うち宿泊関係 2、飲食関係 5、体験プログラム関係 2となっている。事
務局は、海の京都 DMO伊根地域本部（伊根町観光協会）であり、中核法人は、（株）京都




















































































図 1.3.2 伊根浦観光振興の方向とコンセプト 図 1.3.3 推進体制 














































表 1.3.1 宿泊スタイルの変化と開業状況の推移 
















































表 1.3.2 観光入込者数および宿泊者数の推移 



























































































表 1.3.3 外国人宿泊予約代行サービスによる宿泊施設への送客人数 



















































































































































































































































































図 1.4.2 各地区（集落）に所在する漁家民宿 
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ころになると、既に表 1.4.1 に示す 24 の体験プログラムが商品化されており、これらと











































1　大敷網漁見学体験 2  水揚げ見学体験 3  干物つくり体験
4　養殖魚の餌やり体験 5  海釣り体験 6  漁師との語らい
7　カッター、漁船で漁村に 8  磯観察体験 9  海藻おしば体験
10 ビーチコーミング体験 11 スノーケリング体験 12 ダイビング体験
13 カヤック体験
14 田植え・稲刈り体験 15 野菜収穫 16 農産物加工体験
17 炭焼き体験 18 農村生活体験
　特産品づくり 19 梅ジュースつくり体験
　自然体験 20 三方五湖クルージング 21 三方五湖サイクリング 22 三方五湖トレッキング


















































写真 1.4.2 香港からの修学旅行生の受入れの様子 
https://www.facebook.com/wakasaPR/posts/2332647633482612 より引用 








 近年、教育旅行については毎年度約 40～50校、約 5,000～6,000人、インバウンドにつ




































① web サイトによる情報発信とネット予約 
























































































































































































 図 1.5.3 一般社団法人対馬里山繋営塾の概要 












           国境離島ならではの教育コンテンツ 
  ・対馬が誇る教育コンテンツ 
                  ツシマヤマネコの保全を軸とした環境教育 
                  大陸との交流と国防の歴史を軸とした国際交流・平和学習 
                  離島だからこそ残る文化・風習を学ぶ暮らし体験 
  ・モデルコース（2泊 3日） 
  ・受け入れ体制 
   対応可能な農泊軒数、下見、安全管理など 
 
③ 大学生に対して“「しま」を学ぼう” 
  「対馬は、まさに日本の縮図です。ここ対馬で学び、研究し、日本の未来を考えよ 
う！」 
    国境の島ならではの地域資源がたくさん 
    文化・信仰・風習が、未だに残っている 
    対馬は、課題先進地域でもある 
  ・対馬で地域づくりを学ぶ「島おこし実践塾」  
3泊 4日の合宿（農泊）型セミナー 
  ・森海里の生物多様性と地域振興を考える「里山繋営塾」 
5泊 6日の合宿（農泊）型セミナー 
  ・農泊に滞在して研究しよう 
  ・対馬市域学連携事業「フィールドキャンパス対馬学舎」 













農泊・渚泊体験 魚のさばき方体験 防波堤からの釣り体験 
















































































































































































































































































図 1.6.2 組織の再編・統合（2007年） 














































図 1.6.3 協会と公社が両輪（2009年） 
古民家ステイ（1棟貸し） 古民家ゲストハウス 民泊 











・年間旅行取扱人数        約 8,000人 
・農林漁業体験民宿（漁家）    約 20軒（3軒） 
・町の補助金（2008 年以降）    なし（自立運営）              
・事業収入規模（2009年以降）   1億円超 



































































































































たは webサイトで対応している。インバウンド対応として webサイトを英語（Google 翻
訳）表示に選択できるようにしている。webサイトの申込み・問合わせについては、
図 1.6.5 移住・定住の状況（小値賀町） 














































図 1.6.8 修学旅行宿泊者数と外国人宿泊者数の推移（小値賀町） 




インバウンドの大きな実績としては、2007年から 2007年に実施された米国 PTP プログ
































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 2.3.2 古民家改修（DIY） 
































































  （狩猟）罠を学ぼう、鹿を捌いてみよう、鹿を美味しく食べよう 
  （林業）山を知りカエデを探そう、自伐林業体験、メープルシロップづくり 










































































































































































































































































































































- JF魚津 魚津渚泊 体験プログラム 







































































































































































































































































































































































































































写真 2.9.2自然環境リテラシー学：野営 写真 2.9.3 カヤック学習 











































































































































































     大阪発着 3日間コース 人員不足で中止 



















































































































































  ・体験型修学旅行（2017 年度実績）  2団体（中学校・高校） 550人 
・宿泊体験活動（子ども農山漁村交流プロジェクトを含む、2017年度までの実績） 



































































































































































































































対馬を暮らす旅 国境をつなぐ旅 原点を学ぶ旅 
図 2.13.2 多言語 webサイト 
写真 2.13.1 各種パンフ 
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 ③ 人材活用 
（2か年計画） 
ⅰ．企画・運営スタッフ（研修生） 
    窓口業務、webサイトの更新、SNS情報発信 
ⅱ．外国人対応窓口スタッフ（研修生） 








































図 2.13.3 予約から決算までの一元管理システム 
写真 2.13.2 研修の様子 
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図 2.14.2 専用 webサイトの開設 























































































































































































写真 2.15.1 モニターツアー 















































写真 2.15.2 伊根町の食をテーマにした活性化の検討 


























































































































“「港町しごと場・あそび場 ちょいのぞき in 気仙沼」稼げる観光商品を目指す” 
震災後、当地域ならではの仕事や暮らしの文化・伝統、新しい遊びを観光資源化した体










































































































図 2.16.1 ちょいのぞき体験プログラム 写真 2.16.2 ちょいのぞきパンフレット 





































































  水産業・アクティビティ・モノづくりから商品開発“ちょいのぞき” 
・市民らの有志グループ「ば！ば！ば！」誕生 
 
② 海外 DMO視察 
      ・スイスのツエルマット DMO視察 












次の 3 つに留意し、地域 DMO を構築する。 
 































































































 図 2.16.6 クルーカード 









































































 ③ 商品の磨き上げ、新規商品開発 
ⅰ．各体験プログラム施設と意見交換等を実施 




    日本語、英語、繁体語、簡体語 
  ⅱ．webページの作成（4ヵ国語） ※日本語・英語・繁体語・簡体語 
























































図 2.17.3 webサイト（情報発信・webサイト申込み） 




























































































図 2.17.4 NPO法人 砂浜美術館の概要 





 ホテル ： 3施設  
   民宿  ： 9施設 
   漁家民泊： 2軒 
   農家民泊： 3軒 
    以上 360名収容可能 





































図 2.17.5 町内スポーツ施設と宿泊施設 





























































































































































































































































































































































































































写真 2.18.2 内外海地区活性化計画の事業メニュー 










2) SAVOR JAPAN（農泊食文化海外発信地域）の認定 2017年度 





3) 内外海地区活性化プロジェクト推進協議会の設立～渚泊推進対策事業 2018年度～ 
























































































































図 2.18.3 民宿事業者へのアンケート結果(後継者の有無、泊食分離について) 


























































ⅰ 宿泊・体験・交流等の取組をすべて実施する  














































































図 3.1.3 役割分担 図 3.1.4 人材活用および育成 














































図 3.2.1 プログラムの企画・準備の内容 










































  ① 体験プログラムの中で、漁業・農業体験、地元食の提供・料理体験、自然・環境体
験、漁業・農業者との交流、地域内での宿泊が多い。 
  ② 中核的な法人が漁協・農協等の地域では、漁業・農業体験、地元食の提供・料理体
験、自然・環境体験、漁業・農業者との交流が多い。これらプログラムでは、漁協・
農協等や漁業・農業者が継承してきた知見、技術、暮らしと文化などが活かされて








































 3)活用している施設（地域資源）（図 3.2.5） 





図 3.2.3 顧客ターゲット 図 3.2.2 持続可能な活動体制の構築に必要な要素 
図 3.2.5 プログラムの内容 図 3.2.4 活用している施設（地域資源） 
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図 3.2.6 広報の方法 
図 3.2.8 顧客ターゲット（インバウンド） 図 3.2.7 持続可能な活動体制の構築に必要な要素 
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 2)インバウンド対応での実施状況と課題（図 3.2.9） 




































































































































表 3.2.4 活用している漁港施設と体験プログラム 














































表 3.2.5 漁港施設の有効活用での各課題への対応 
図 3.3.2 活動の維持・発展での課題 図 3.3.1 持続可能な活動体制の構築に必要な要素 
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表 3.3.1 活動の維持・発展での各課題への対応 
